
江別まち検定試験　　第 10 回　　上級編

問　題　用　紙

（制限時間　60 分）

令和 2年 11 月 29 日

注意事項

1.　答案用紙の記入にあたっては、HB 又は Bの黒鉛筆を使用すること。

2.　回答はすべて解答用紙に記入すること。

3.　解答用紙の記入方法は、正しいと思われる○数字を塗りつぶすこと。

　　正解　　①　→　●

4.　間違った場合は、消しゴムできれいに消すか、消えない場合×印を入れること。

       正解が判別できない場合は不正解とします。

　　 　訂正　→　 　or　

5.　受験番号と氏名の記入をお願いします。

主　催

NPO 法人えべつ協働ねっとわーく

‐1‐

×

受験番号

氏　　名
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問 1.　① 三条　　　　 ② 長岡　　　　　　    ③ 新発田　　　　　    ④ 佐渡

問 2.　① 大橋一蔵　　 ② 大河原文蔵　　　　  ③ 岸宇吉　　　  　    ④ 三島億二郎

問 3.　① 西野幌　　   ② 萩ケ岡　　　　　    ③ 江別太　　　        ④ 東野幌

問 4.　① 瑞雲寺　　   ② 覚良寺    　        ③ 天徳寺　　          ④ 選教寺

問 5.　① 長唄　  　　 ② 詩吟　　　    　　　③ 俳句　       　     ④ 短歌

　北越殖民社は明治 19 年、（問 1）再興の一環として、新潟県（問 1）町にて旧藩士（問 2）宅に

本社を置き創立した。

　主唱者は、三島の他、士族・地主・商人たちの有力者であった。

　目的は北海道に新天地を開くため、試墾地として（問 3）に拠点を置き越後村と称した。

　当時は多くの農民団体、会社、華族らの集団移住が図られたが、北越殖民社は稀に見る成功例

の一つだとされる。

　23 年には本格的に野幌への集団移住が行われ、拠点は野幌に移る。最初の冬を越え、現場の

指揮は（問 2）の後を、衆議院議員の職を投げうって関谷孫左衛門が指揮を執っていく。

　24 年には殖民社の村運営の要として、（問 4）、野幌神社が建立される。

　入植者は増えたが経営は上手く行かず、いくつもの困難に見舞われたが、33 年には全地成功と

道に認められる。

　村営の成功には、煉瓦工場の登場もあり、野幌駅南側に相次いで操業となった煉瓦工場への

燃料である薪の買い上げ、収穫した野菜の販売による定期的な収入の発生や、人請の提供などの

要因がある。また、（問 5）会「好風会」などの文化的交流もあった。

次の文章の（　）に入る解答を下記の問 1～問 5の選択肢からそれぞれ選んで下さい



問 6.　市の有形文化財にも指定されているペア土偶はどの遺跡から発掘されたものでしょう。

① 萩ケ岡遺跡　　② 高砂遺跡　　　③ 吉井の沢遺跡　　　④ 大麻 3遺跡

問 7.  対雁に最初に入植した涌谷移民、現在のどこの県からの入植でしょう。

① 宮城県        ② 岩手県　      ③ 秋田県　          ④ 新潟県

問 9.　夕張鉄道線で江別市内にあった駅名で間違っているのはどれでしょう。

① 北海鋼機前　  ② 上江別　      ③ 下の月　          ④ 上の月

問 10.　江別市コミュニティセンター、以前この場所にあったのは次のうちどれでしょう。
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①大橋一蔵　  　 ②古田島薫平　   ③坪松唯三郎　       ④山口多門次

問 8.　北越殖民社の歴代責任者として間違っている人物はどれでしょう。

① 江別市役所　  ② 江別市立病院　③ 江別商工会議所　  ④ 江別警察署









問 26.　次のデータは平成 30 年度の面積・10ha 当収量、収穫量を示しています。

        小麦に当てはまるのはどれでしょう。

① 　　　　　　　　　　②　　　　　　　　③ 　　　　　　　④ 

問 27.  次の絵の中から馬踏みのレンガの敷き方を選んでください。

① 富士製紙　⇒　王子製紙　⇒　北日本製紙　⇒　王子製紙

問 29.　現在の王子エフテックスの変遷の順番として正しいのはどれでしょう（昭和 45 年まで）。

問 28.　市内 13 か所にあるランドマークプラン、若葉町西バス待合所はどれでしょう。

問 30.　「次は野幌。睡眠不足で何かしら疲労を覚えて居る身は、名物の煉化餅を買ふ気にも

　　　　なれぬ」石川啄木の雪中行の一節ですが、主人公はどこに向かう途中でしょう。

① 小樽　　　　② 旭川　　　　③ 帯広　　　　④ 釧路
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② 王子製紙　⇒　富士製紙　⇒　北日本製紙　⇒　王子製紙

③ 北日本製紙　⇒　王子製紙　⇒　富士製紙　⇒　王子製紙

④ 王子製紙　⇒　北日本製紙　⇒　富士製紙　⇒　王子製紙

① 　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 　　　　

③ 　　　　　　　　　　　　　　        ④ 

①
②
③
④



次の文章の（　）に入る解答を下記の問 31 ～問 35 の選択肢からそれぞれ選んで下さい

問 31.　① 第二小学校　　　　② 第二中学校　　　③ 第二中隊本部　　　　④ 野幌公会堂

問 32.　① 勤労者研修センター　　② 老人憩いの家　　③ 郷土資料館　　　④ 青年センター

問 33.　① はまなす国体　 ② ななかまど国体　③ スペシャルオリンピックス　④ 高校総体

問 34.　① スポーツ　 　 ② 体育　　　　　③ 研修　　 　　 ④ 総合福祉

問 35.　① えぽあホール　 　　 　　　　　　　　　② セラミックアートセンター

－8－

　昭和 33 年に江別市民公民館が開設されて以来、江別の市民文化活動は高まり、利用頻度が高ま

るにつれ狭隘が問題となってゆく。

　昭和 59 年、野幌公民館は現在の（問 31）から移転となり新築オープン。

　平成元年には、江別市情報図書館、江別市コミュニティセンターがオープン、中央公民館は

コミュニティセンターの 2階と 3階に移転する形で、当時の場所は平成 3年に江別市（問 32）と

して開館する。

　同年には、北海道立野幌総合運動公園のオープン、この施設は（問 33）の会場として整備される。

　平成 6年には、ガラス工芸館、江別市勤労者（問 34）センター（雇用促進事業団建設）、

（問 35）がオープン、建設ラッシュが続いた。

③ いきいきセンターさわまち　 　　　　　 ④ 市民交流施設ぷらっと








